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要 旨
　本稿はまず1950年代から1960年代の戦後台湾における映画の発展について整理した後，劇映画
に登場する日本の表象を紹介する。日本の表象が登場する映画は中国経験を描く映画，台湾経験
を描く映画，日本の表象が特別な作用をしない映画の三つに分類できる。中国経験を描く映画に
登場する日本の表象は主に日本軍と日章旗である。台湾経験を描く映画には日本人のほか，畳や
障子，着物や浴衣もよく登場する。
　中国の歴史経験を描く映画に登場する日本軍と，台湾の歴史経験を描く映画に登場する日本軍
を比べて見ると，前者は中国軍と戦う軍人やスパイであるが，後者は平民である台湾人を殴った
り，強制的に故郷から追い出したりするので，後者はより乱暴に見える。日本軍の表象に共通し
ているのはあまり日本軍の残酷な面を強調しないことである。それは当時の台日親善の国策と関
係がある。
　映画から観察すると，当時国民党にとって，台湾での統治を固めるためには脱日本化の基本政
策以外に，中国化を深めていくことも重要だった。日本軍が登場する映画の中では中国人，中華
民族，国民党を称えると同時に，反共を宣伝していた。
＊　ソ　ブンリー　　文学研究科中国言語文化専攻博
士課程後期課程
2019年10月17日　査読審査終了
　目　　　次
Ⅰ　は じ め に
Ⅱ　戦後台湾における映画の発展（1945年から1970年
まで）
Ⅲ　日本の表象が登場する映画
Ⅳ　劇映画における日本の表象
Ⅴ　お わ り に
Ⅰ　は じ め に
　第 2次世界大戦後，中国で国民党と共産党の内
戦が起こり，国共内戦で敗れた国民党は台湾に逃
れ，中華民国臨時政府を樹立した。50年に及ぶ日
本統治時代を経た台湾を支配し，政権基盤を固め
るため，文化の再構築の重要性は明らかだった。
台湾において，これは既存の日本文化を消し，中
国文化を再構築することを意味する。台湾に進駐
してからの蔣介石の一連の発言，例えば1952年の
講演を見ると，「国家民族」や「反共反ソ」が当時
の文化政策の指針となっていたことがわかる。1950
年に国民党の支援で中国文芸協会と中華文芸奨金
委員会が作られ，奨金で文化政策に相応しい文芸
作品を募った。映画制作も当然その文芸作品の中
に含まれていた。特に1960年代までのテレビがま
だ普及していない時期において，映画は最も影響
力が大きい大衆文化だったと思われる。
　本稿は1950年代から1960年代に台湾で制作され
た劇映画における日本の表象を研究する。当時の
記録映画はほぼ政府が制作したニュース映画だけ
なので，取り上げない。この期間はちょうど，1952
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2年の日華平和条約締結から1972年の日中共同声明
により日本と中華人民共和国が国交を樹立するま
での時期に当たる。民族主義的情緒や愛国主義を
発揚し，反共を鼓吹する文化政策の下で，日本の
表象が果たした役割を考察して，1950年以前の植
民地時期および1972年の日台断交後との違いを観
察したい。ただし，この時期の映画を研究するに
は難点が二つある。まず当時は映画研究の観念が
不足していたため，映像が保存されていない映画
が多い。映像が残っていても，修復しないと見る
ことができない映像もある。ただし幸いなことに，
植民地台湾で制作された映画に比べれば，スチー
ル写真や広告，鑑賞記録や映画評論などの数が比
較的多く，信頼度も高い。二つ目の難点は1960年
代に入ると，台湾の映画制作が最盛期を迎え，年
間200本以上を記録した年もあったことだ。当時は
大手の映画会社だけではなく，小さな独立映画製
作会社が数多く設立された。そのため，映画の制
作，配給，上映，内容などの情報が不明確な作品
もある。上述のような困難があるので，本稿では
映像が見られなかった映画についてはできる限り
写真や資料を集めて分析する。
　1950年代から1960年代に台湾で制作された映画
についての先行研究は以下のものがある。
黃仁 ·王唯『臺灣電影百年史話』1），葉龍彥『圖解
台灣電影史（1895－2017年）』2）などは映画史研究で
ある。黃仁『悲情台語片』3），戸張東夫ほか『台湾
映画のすべて』4），小山三郎編著『台湾映画―台湾
の歴史・社会を知る窓口』5）などは1960年代と1970
年代の一部の映画に関する研究である。この時期
の台湾映画を対象にするだけでなく，さらに映画
における日本の表象をテーマとした唯一の研究は
徐叡美『製作「友達」：戰後臺灣電影中的日本
（1950s－1960s）』6）である。劇映画について，徐叡
美は主に戦争に関する映画を中心にまとめ，日本
の表象を二種類，日本時代を描いた「植民歴史映
画」と日中戦争を描いた「抗戦歴史映画」に分類
している7）。ただし，戦争を背景としない劇映画
における日本の表象にはほぼ言及しなかった。劇
映画と対照的に，ニュース映画は戦争中の日本に
一切触れず，反共という共通な目的を持つ友と位
置付け，「台日親善」つまり中華民国と日本の友好
を宣伝していると分析した8）。徐叡美の研究を参
照して，赤松美和子も「1960年代の台湾映画にお
ける日本表象」9）を発表した。映画の使用言語の差
異と映画の制作過程などを考慮に入れて五つに分
類している。中国語映画と台湾語映画では日本の
表象の描き方にも大きな違いがあること，特に台
湾語映画のコメディ要素について指摘した10）。本
稿はこれらの研究を参照しながら，戦争を背景と
しない劇映画における日本の表象を補足して，こ
の時期以前および以後の映画に登場する日本の表
象と比べて考察していきたい。
Ⅱ 　戦後台湾における映画の発展（1945年から
1970年まで）
　戦後，国民党は日本統治時期の「台湾映画協会」
と「台湾報道写真協会」を接収し，1945年に「臺
灣電影製片廠」（通称臺製）を設立して，すぐに
ニュース映画を制作し始めた。また，1947年に国
民党に属する配給会社「臺灣電影事業股份有限公
司」が設立された。民営の映画会社は制作を止め，
主に欧米，日本や中国の映画を輸入することになっ
た。映画の輸入，制作や配給などについての規範
となる「臺灣省電影審查暫行辦法」が1945年に公
布されたが，当時の政治的な混乱の中で，実際に
確実に執行するのは困難だった。1945年から1949
年までに台湾で製作された映画は臺製のニュース
映画しかなかったのだが，中国や香港から台湾へ
撮影に来た劇映画は数本あり，これが台湾での劇
映画の制作のスタートと見なされる。当時台湾で
撮影した中国映画や香港映画には二種類ある。一
つは単純に台湾でロケした『長相思』（1947）や『假
面女郎』（1947）など。もう一つは台湾のストーリー
を描く映画で，代表的な作品は『花蓮港』（1948）11）
と『阿里山風雲』（1949）12）である。『阿里山風雲』
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は撮影中に中華人民共和国の成立があり，制作
チームの中の二人だけは中国に帰ることを選び，
ほかの人はそのまま台湾に残って映画の制作を完
成させた。そのため，『阿里山風雲』は台湾最初の
国語映画，あるいは台湾最初の民営会社制作の映
画だと言われている。
　1949年，国民党政府が台湾に移る前に，「農業教
育電影公司」（通称農教）と「中國電影製片廠」（通
称中製）は先に台湾に移動した。1950年に農教と
中製が合作で『惡夢初醒』を製作している。後に
1954年，農教と「臺灣電影事業股份有限公司」は
合併して「中央電影事業股份有限公司」（通称中
影）が設立された。国民党に属する中影は国策を
反映した劇映画，省政府新聞処に属する臺製は
ニュース映画や社会教育映画，国防部に属する中
製は軍事教育映画を多く制作，台湾の三大公営映
画会社となった。1950年から次々と国語映画を制
作し始めた公営映画会社に比べると，民営映画会
社の制作数は極めて少ない。台湾の民営映画会社
はむしろ欧米，日本や中国をはじめ，香港制作の
アモイ語映画も輸入して，台湾の映画市場を賑わ
せた。ただ同じ閩南語系の言語とはいえ，台湾で
使われる閩南語とはやはり違う。民営映画会社は
興行市場を狙って，1955年に台湾語映画を制作し
始めた。1955年の『六才子西廂記』は初の台湾語
映画と思われる。だが十六ミリ映画の『六才子西
廂記』は上映設備の不足のせいで，台北で三日間
上映されただけで，大きな反響を呼ばなかった。
その後1956年に上映された三十五ミリ映画『薛平
貴與王寶釧』は台湾各地で大人気を博して，台湾
語映画ブームを巻き起こした。
　1955年，「電影檢查法」が公布され，新聞局の下
に「電影檢查處」が設立されるとともに，公営映
画会社も民営映画会社も大量に劇映画を制作し始
める。同年，蔣介石は正式に「戦闘文芸」13）を宣言
する。翌年，「電影片檢查標準規則」も公布され，
映画検閲制度が確立した。「電影片檢查標準規則」
は，検閲の内容や制限事項などを詳しく述べてい
る。例えば，反共反ソという国策に違反するもの、
または民族の団結を妨害するものなどは編集すべ
き，あるいは上演を禁止すべきだという。その後，
公営映画会社は一連の国策を反映する映画を盛ん
に撮影するようになった。1950年から1960年まで，
公営映画会社が制作した33本の劇映画の中で，主
旨が明確に民族主義的情緒や愛国主義を発揚し，
反共を鼓吹するものは15本ある。政府側の資金援
助もなく，健全な配給システム制度もない民営映
画会社はより興行市場を重視するので，題材が多
様で，人気を得た外国映画をすぐにリメークする
ことも多かった。特に歌謡映画は人気を得た。1956
年の『薛平貴與王寶釧』をはじめ伝統芸能を主題
とする時代劇や，同年の『雨夜花』をはじめ民謡
を主題とする現代劇は歌謡映画の二大ジャンル
だった。ミュージカルのように，主人公の歌唱に
よって進行するタイプのほか，三，四曲が挿入歌の
形で使用され，映画の一部分だけが歌唱シーンに
なるタイプもあった。台湾の社会事件に基づいた
映画もある。例えば『運河殉情記』（1956），『基隆七
號房慘案』（1956），『乞丐與藝旦』（1958）。女性を
主人公にして，家庭と愛情の矛盾を主題とするメ
ロドラマ映画もあった。例えば『小情人逃亡』
（1957）など。戦争を背景とする映画には『雨夜花』
（1957），『魂斷南海』（1958）など。外国の映画を
リメークした作品にはアメリカのローレル&ハー
ディのシリーズに基づく『王哥柳哥遊臺灣』
（1959）や，日本の『君の名は』（1953）に基づく
『請問芳名』（1960）などがある。『王哥柳哥遊臺
灣』は1960年代のコメディ映画ブームの先駆けに
もなった。
　言語面から見ると，1955年以降，台湾で制作さ
れた映画の主流は台湾語映画だった。当時台湾の
国語映画市場を占めるのは香港が制作した国語映
画である。中華人民共和国に対抗する目的も含め
て，国民党政府は政策的に香港を同じ中華民国の
地域と見なし，香港で制作された国語映画も「国
産映画」と呼んだ。国民党政府による経済援助，
4あるいは許可をもらい，香港の映画会社は台湾人
を使って台湾で映画を撮影，台湾で上映した。言
語によって香港映画か台湾映画かを定義すること
は難しい。当時は台湾映画という概念もなかった
だろう。国民党政府は中国を代表する正当な政府
は中華民国だと主張していたので，これらの映画
は中国映画と呼ぶのが一番適切であろうが，中華
人民共和国の映画と区別するため，本稿では香港
の国語映画，台湾の国語映画と呼び分けることに
したい。
　1955年，香港の大手映画製作会社國際電影懋業
（通称電懋）が発行した雑誌『國際電影』は国民党
系の『中央日報』の文章を転載した。
「今日，香港の自由映画人は自由中国に忠実で
ある。取り込むべきだし，助成するべきだ。
しかし我々が取り込むのはその仕事であり，
助成するのはその事業である。何も考えずに
取り込んではいけない，国のためにならない
助成をしてもいけない。自由映画人の仕事は
どこに現れているかを見よう。彼らは反共反
ソにどのような貢献をしたのか？……（中略）
……。さらには一歩退いて言えば，反共の教
育意味がなくても，できるだけ自由中国を紹
介するのが当然だ。自由中国は精励して国を
よく治めようとして，各方面に著しい進歩が
あった。海外の人々，特に華僑は自由中国を
強く知りたがっている。もし香港の映画人が
台湾の建設，経済や農工業などを背景にして
映画を撮り，芸術で宣伝して，海外の人々に
映画を通じて台湾を理解させるなら，これも
一種の貢献だと言える。しかし彼らは最初か
ら台湾で撮影したことがなく，逆に何度も日
本でロケをしている。……（中略）……。香
港の映画関係者の話によると，彼らが日本で
ロケをする理由は，台湾の観客が日本の景色
を好むからだ。この言葉から，我々は香港の
映画人の映画制作の目的にまた疑いを持つこ
とになる。……（中略）……。明らかに，彼
らの目的は台湾に売り込むことだ。台湾を彼
らの主な市場にしている。もしも彼らの映画
の内容が国民の教育に有益なら，台湾を彼ら
の主な市場にしてもかまわないが，彼らが紹
介するのは役に立たない日本の景色だ。これ
は我々が味方にしたい香港の映画人の事業で
あろうか？」14）
　この文章を読むとわかるように，当時国民党政
府が支援するにふさわしいと考えられていた香港
の映画は反共反ソ，あるいは海外の人々に自由中
国（中華民国）の発展を認識させる作品である。
少なくとも台湾の国民教育などに有益な内容が求
められた。その後，1956年に『國際電影』に掲載
された「台灣禁映六十部國語片」という文章には，
香港の国語映画が台湾で上映を禁じられたことに
ついての説明がある。主な理由は映画人が「匪區」
（つまり中国）で撮影したためだという15）。したがっ
て，台湾の資金，台湾の映画人によって制作され
た香港の国語映画は，国民党政府の映画政策や文
化政策に迎合する傾向があったと思われる。
　1960年代に入り，台湾の映画制作は最盛期を迎
えた。1963年に上映された李行監督の『街頭巷尾』
に啓発を受け，当時中影の執行役の龔弘は「健康
写実主義」の映画を撮ろうという方針を決めた。
1964年の『蚵女』や1965年の『養鴨人家』は評価も
興行成績も良かった。同時期，李行の提案で中影
は瓊瑤の小説を映画化して，1965年に『婉君表妹』
が上映され，瓊瑤の恋愛映画ブームを巻き起こし
た。「健康写実主義」の映画以外に，国策を宣伝す
る映画，例えば『還我河山』（1966）なども撮った。
臺製と中製もやはり国策を宣伝する映画を中心に
制作した。例えば『雷堡風雲』（1965），『梨山春曉』
（1967）など。先に述べたように，民営映画会社は
公営映画会社より興行成績を重視するので，当時
映画市場で流行っていた題材をすぐリメークした。
『舊情綿綿』（1962）や『台北之夜』（1962）などの
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流行歌謡映画のほか，『鹽女』（1968）や『再見阿
郎』（1970）などの「健康写実主義」の映画も撮
り，『煙雨濛濛』（1965）や『幾度夕陽紅』（1966）
などの瓊瑤の恋愛映画も撮った。『007』シリーズ
の影響を受けて，1966年から1968年まで，『女○○
七』（1966）や『王哥柳哥○○七』（1966）などの
スパイ題材の映画もあった。1966年の香港映画『大
醉俠』が大人気を得ると，1967年には台湾の聯邦
映画会社も『龍門客棧』を撮り，台湾で武侠映画
のブームを巻き起こした。他に多くの外国映画，
例えば『007』シリーズと日本の映画『座頭市』シ
リーズの影響を受けて撮った映画『豔諜三盲女』
（1965）をはじめとする『盲女』シリーズもある。
1969年に至って，初めて台湾での国語映画の生産
量が台湾語映画を上回った。
Ⅲ　日本の表象が登場する映画
　以下，1950年代と1960年代に台湾で制作された
50本の映画に登場する日本の表象について、上映
された年代順に紹介する。フィルムが現存しない
映画，個人収集家しか持っていない映画，各地の
古い映画館にしか現存しない映画，あるいは修復
中の映画が多いため，遺漏は免れない。だが，以
下に紹介するのは映像，ポスター，広告，映画チ
ラシ（詳しいストーリーが記載された『電影本
事』），またはストーリーについての記録が残って
いる映画である16）。これらの映画には日本の表象
が確実に見られる。
　『廖添丁』（1956）
　日本統治時期に実在した廖添丁の物語をリメー
クした作品である。映画チラシによると，無理や
り村の女性と結婚しようする野村という日本の警
官がいる。廖添丁は野村を殺して，逃亡途中に抗
日組織や国民党同盟会と連絡を取り，抗日運動に
参加した。最後は，日本の警官に拷問された村の
人々のために，廖添丁は自首する。
　1962年から上映された『遊俠胡劍明』シリーズ
も廖添丁の物語をリメークした作品であるが，廖
添丁が犯罪者だったこと，警察に抵抗する行為な
どのため検閲を通るのが難しかったので，改名し
たらしい。50年代に林清文が創作した新劇が『廖
添丁』から『胡劍榮』に改名しており，『遊俠胡劍
明』はその影響を受けた可能性がある。ただ映画
チラシは残っていないし，当時の新聞広告を見て
も映画に描かれた日本の表象がどのようなもの
だったのか，明確ではない。
　『黃帝子孫』（1956）
　フィルムは現存している。教師である外省人の
ヒロインは本省人の学生の家を訪問した時，意外
にも学生と同族だったことを知り，学生の祖父か
ら家族の歴史を聞く。学生の祖父は清末に台湾に
渡り，日本統治時期を経て，ようやく光復を迎え
たのだという。その後，香港やシンガポールから
来た友達と一緒に，ヒロインや学生たちは台湾観
光をしながら，台湾の歴史，例えば吳鳳や鄭成功
について語り合った。最後に，出身地が違うカッ
プルたちは光復記念日に集団結婚をする。立会人
の祖父は，本省人も外省人も海外に移住した人も，
みな黄帝の子孫だと強調する。
　『碧海同舟』（1956）
　黃仁によると17），光復後，年配の漁夫が日本統
治時期の苦難の生活と現在の余裕のある生活につ
いて語る物語だという。
　『青山碧血』（1957）
　日本統治時期の霧社事件に基づいてリメークさ
れた作品である。日本の警察が原住民を強制的に
召集して労働させ，暴力を振るったり，女性にわ
いせつなふるまいをしたりする描写がある。既に
婚約者がいた原住民の女性を日本人が娶る場面で，
女性は着物を着る。
　『夜來香』（1957）
　日本統治時期を背景とした映画である。日本統
治時期，日本軍は台湾人を強制的に徴兵して南洋
へ出征させる。主人公は徴兵され，ヒロインと別
れた。主人公の母を養うため，ヒロインはホステ
6スになった。戦後，台湾に戻ってきた主人公は本
当の理由も知らず，ホステスになったヒロインを
責め，悲しんだヒロインは出家した。最後に，後
悔した主人公は一生未婚で懺悔の気持ちを示した。
映画の中に，昔の戦争のニュース映画の映像を
使っている18）。
　『基隆七號房慘案』（1957）
　日本統治時期の実話に基づいてリメークされた
作品である。映画チラシによると，主人公の吉村
は愛人の静子と共謀して，彼の妻である竹美を殺
した。登場人物の中で，吉村一家（妻の竹美，娘
の菊枝，息子の武雄）と愛人の静子だけが日本名
で，他の人，例えばお手伝いさんや警察などは全
部中国名である（阿蓮，阿松，陳刑事など）。チラ
シを見ると，畳，障子，着物が登場する。
　『血戰噍吧哖』（1958）
　日本統治時期の西来庵事件に基づいてリメーク
された作品である。日本の統治に抵抗しようと計
画している主人公は中国と連絡を取り，中国側の
出兵を請求した。しかしこのことを日本に知られ，
主人公は蜂起する。一般の農民も自主的に参加し
た。
　『魂斷南海』（1958）
　日本統治時期を背景とした映画である。主人公
の貞二は強制的に徴兵され南洋へ出征した。貞二
は中尉の中島からわいせつな行為を受けた美子を
助け，二人は恋に落ちる。ある日，自分が中国人
だと思っている貞二は華僑の食糧を奪えという命
令に反抗して逃亡した。映画の最後，日本が投降
して，貞二は台湾に戻り，息子と幸せな生活を送っ
た。映画チラシに詳細なキャラクターの説明があ
る。美子は「日本から来た」女性である。堀田は
「心根のやさしい司令官であるが，日本の軍閥の国
策に恐れをなして，仕方なく命令された通りに行
動する」という。中島は「悪事の限りを盡くす極
悪人である。邪悪な日本軍閥の代表者で，中尉の
地位にあるが，けだものにも劣る」という19）。
　『海南島戰後歸來』（1958）
　日本統治時期を背景とした映画である。映画チ
ラシによると，主人公の秋金は強制的に徴兵され
巡査補の名義で海南島へ赴任した。海南島内の国
民党に属する保安隊と一緒に抗日行動に参加した。
光復後，国防部の授賞式で秋金はヒロインと再会
した。映画広告を見ると，「勇ましい同胞は大義を
わきまえ，国に命を捧げた」，「一部のセリフは日
本語である」20）という。
　『紗蓉』（1958）
　日本統治時期を背景とした映画である。日本統
治時期の映画『サヨンの鐘』をリメークした作品
なので，検閲を受けた時に，台湾人に日本統治時
期のことを懐かしく思い出させるので，国策に違
反していると指摘された。最終的に，映画会社は
ストーリーを，原住民の青年男女の恋愛物語に修
正した。しかし映画広告を見ると，「『サヨンの鐘』
をリメーク」と書いてある。
　『血戰』（1958）
　フィルムは現存している。日中戦争期の中国を
背景とした映画である。国民党軍と日本軍の戦場
での攻防を描く。日本軍が登場するが，外見だけ
では，国民党軍か日本軍か判別できず，日章旗で
判断するしかない。また，日本軍が登場する時間
が極めて少なく，特定の人物やセリフもなく，日
本軍という概念だけが登場する。映画の主旨は国
民党軍の勇敢さや犠牲精神である。
　『萬華白骨事件』（1958）
　日本統治時期の実話に基づいてリメークされた
作品である。映画チラシによると，斉川徳次とい
う職員は社長の妻栄子と不倫して，社長木越忠鉄
を殺した。日本家屋や着物，浴衣などが出てくる。
登場する人物は主に日本人で，犯人を捜査する警
察だけが范警官という漢人である。
　『梅亭恩仇記』（1958）
　日本統治時期の実話に基づいてリメークされた
作品である。阿岩事件をリメークしたというが，
事件の資料が乏しいので，詳しいストーリーは不
明である。映画広告によれば，夫を失った母に育
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てられた孝行息子が母のために，好色な金の亡者
に復讐する物語だという。着物や浴衣を着る男女，
日本刀らしき武器を使って戦う人が登場する。
　『台南霧夜大奇案』（1958）
　日本統治時期の実話に基づいてリメークされた
作品である。林兼三事件をリメークしたというが，
事件の資料が乏しいので，詳しいストーリーは不
明である。映画広告によれば，冷酷な林兼三が妻
を殺した事件を描く。日本刀らしき武器を持つ女
性や畳の上に横たわった女性が登場する。
　『恨命莫怨天』（1958）
　『嘆煙花』（1959）
　張文環の小説『閹雞』（1942）に基づいてリメー
クされた『恨命莫怨天』（1958）と『藝妲の家』
（1941）に基づいてリメークされた『嘆煙花』はい
ずれも日本統治時期を背景とした映画である。原
著の『閹雞』は月里という女性の一生を描く小説
であり，『藝妲の家』は彩雲という女性の一生を描
く小説である。張文環の作品は基本的に抗日の設
定がないので，映画も反植民の意図はないと思わ
れるが，フィルムは現存しないので，どの程度の
リメークか判断できない。
　しかし映画の広告からは二作品とも日本の表象
が見えない。ただ『嘆煙花』のスチール写真には，
日本人らしい人物が登場するし，飲食店の壁に「ア
イスモナカ」というカタカナが貼ってある。部屋
の壁にも「加藤商会」の広告と着物を着る女性が
印刷されたポスターが貼ってある。
　『蕩婦與聖女』（1959）
　乙未戦争（1895年）を背景とした映画である。
映画チラシによると，ヒロインの月華の父も夫も
劉永福の黒旗軍に参加して犠牲となった。当時，
日本軍は黒旗軍を隠匿すれば，村人を全部殺すと
いう命令を出したので，黒旗軍を庇う月華は村人
の命を救うため，黒旗軍人と親密な行動をして愛
人のふりをする。彼女は村人に浮気性の女性だと
思われ，井戸に飛び込んで自殺した。光復後にやっ
と彼女の身の潔白が証明される。
　映画のスチール写真を見ると，撮影現場の道具，
服装，建物などはすべて中国風である。雑誌『南
國電影』21）に中村少佐という日本兵を演じた葛小寶
のスチール写真が掲載されている。映画に日本軍
が確実に登場することがわかる。
　『孤女的願望』（1961）
　1958年に陳芬蘭が美空ひばりの「花笠道中」の
台湾語版「孤女的願望」を歌い，1961年に彼女は
同名の映画の主演をつとめた。ただし，黃仁によ
ると，「ストーリーは日本映画に基づくものではな
く，中国の話劇『秋海棠』をリメークしている。
外省人である監督張英は中国の北方軍閥時代を台
湾の日本占領時代に，中国の軍閥を日本の軍閥に
改作した。服装，道具，背景も完全に日本式だっ
た。さらに歌曲の楽譜も全部日本映画に由来して
いる。台湾の作曲家葉俊麟が日本の曲を完全に台
湾風に作り直し，大いに流行した」22）という。
　『舊情綿綿』（1962）
　フィルムは現存している。ストーリーは日本と
全く関係がなく，ただ映画に出てくる保健所や居
酒屋は日本式で，畳や障子がある。
　『兩相好』（1962）
　フィルムは現存している。外省人家庭で漢方医
の陳一家と本省人家庭で西洋医の黄一家の交流を
描く。日本と関係がある設定として，黄一家の父
は東京大学卒業の博士で，子供は日本名（息子の
武雄と娘の美智）だ。それに対して漢方医の陳一
家は祖先が清の侍医出身で，子供は中国名（長男
增宏と次男增良）である。両家の子供が一緒に
ショーを見に行くシーンがあり，そのショーの一
部は富士山の絵を背景にして，日本の音楽で日本
の踊りが踊られている。
　『等你一年過一年』（1963）
　フィルムは現存している。戦争のため，両親と
離れ離れになった張志宏が，光復後，離散した親
と再会する。主に光復後の物語だが，映画の最初
に，日本統治時期を再現する短いシーンがある。
物資配給において差別された台湾人を描く。主人
8公の里親の長男が南洋で戦死したという設定に
なっている。
　『敵後壯士血』（1963）
　フィルムは現存している。日中戦争期を背景と
した映画。山奥で日本軍と戦っている人たちの間
で男女の誤解による亀裂が生じる。年配者は日本
人のせいで一家が離散し肉親を失ったと述べ，敵
は日本人だと言う。これによって，人々は団結を
取り戻し，日本軍の火薬庫を破壊した。
　『楊萬寶』（1963）
　日本統治時期の楊萬寶の物語をリメークした作
品である。楊萬寶の物語については研究が少ない
ので，定説がない。映画ポスターによると，楊萬
寶が脱獄して，追捕されるストーリーだという。
日本人らしき人物が登場する。
　『思想枝』（1963）
　ストーリーは日本と全く関係がない。ただし黃
仁によると23），ヒロインには日本留学の経験があ
る。
　『最後的裁判』（1964）
　フィルムは現存している。日本と唯一関係する
ところは主人公の父が日本統治時期に強制的に徴
兵され南洋へ出征したという設定である。徴兵さ
れたせいで，光復後台湾に帰ってきたが家族と離
散してしまった。映画のエンディングに登場した
主人公の父は「日本の軍閥によって強制的に徴兵
され南洋へ行った。それは悪夢の始まりだった。
故郷を離れ，南洋の日本軍の労働キャンプで苦し
い日々を過ごした」，「太平洋戦争が起こった後，
徴兵されて無名の島で悲惨な戦いをした」24）という
セリフを言う。
　『天字第一號』（1964）
　フィルムは現存している。陳銓が創作した話劇
『野玫瑰』をリメーク，日中戦争期の上海を背景と
した映画である。日本軍の飛行機の爆撃で父を
失ったヒロイン翠英は抗日運動に身を投じ，スパ
イになり，漢奸の陳と結婚した。彼女は策謀をめ
ぐらして，漢奸の内部闘争を煽り，情報を持ち去っ
た。スパイが漢奸を愚弄する過程と，抗日分子同
士の恋愛の葛藤を描く。ヒロインの父が「日本の
軍閥は我々の東三省を強引に占領した。私は亡国
の奴隷になりたくないので逃亡した」というセリ
フを言う。また，ヒロインが日本の警察に変装す
るシーンがある。
　1946年に屠光啟が監督し上海で上映された『天
字第一號』も話劇『野玫瑰』をリメークした映画
だった。1964年の張英監督の『天字第一號』は台
湾でスパイ映画ブームを巻き起こした。その主な
理由はイギリスの『007』シリーズの影響ではないか
と推論する学者もいる25）。しかし二つの映画の制
作時間には18年の差がある。当時台湾で外国映画
をリメークする場合，男性の主人公を女性のヒロ
インに変えるのはごく普通のことだった。例えば
『007』シリーズの影響を受けた『女○○七』
（1966），『○○七女超人』（1968），香港の『大醉
俠』の影響を受けた『女醉俠』（1967），日本の『座
頭市』シリーズの影響を受けた『女盲劍客』（1966）
など。恐らく『007』シリーズの影響でスパイ映画
の興行市場が重視され，張英が中国の話劇『野玫
瑰』にヒントを得て制作したのだろう。
　『天字第一號續集』（1964）
　太平洋戦争期の香港を背景とした映画である。
映画チラシによると，ヒロイン翠英は香港に赴任，
それに対抗するために日本は川島芳子を派遣した。
翠英と川島芳子が戦う過程で翠英を助けた華僑の
志成は実は日本のスパイだった。翠英は知らない
ふりをして，志成に嘘の情報を提供し，日本軍と
の戦争で大きな勝利を得る。
　『第七號女間諜』（1964）
　フィルムは現存している。日中戦争期の上海を
背景とした映画である。上海で日本軍や漢奸を殺
し，軍火薬庫を爆撃した黒衣の刺客がいる。刺客
を追捕するため川島芳子が出動したが，刺客は捕
まらなかった。実は，刺客は山本少将の娘山本淑
子を装った淑子の双子の姉，スパイの春梅だった。
台湾の憲兵隊長だった山本は，無理やり彼女たち
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の母を娶り，妹春蘭を日本へ連れて行って淑子と
名乗らせた。姉の春梅は祖父に連れられて中国に
行って，スパイになった。
　映画の中で，日本と関係があるのは日章旗であ
る。登場人物はすべて台湾語を話すので，日本の
軍服を着ないと，例えば川島芳子の役が，日本人
かどうかも判断しにくい。そのため川島芳子と日
本軍が会議をする時，背景に大きな日章旗がある。
それに対して国民党軍の集まるところには国民党
の党徽が壁に掛かっている。また，スパイの間で
身分を確認しようとする時，合い言葉を言うシー
ンがある。そこでは日本をイメージさせる「太陽」
が使われていた。
　『不平凡的愛』（1964）
　フィルムは現存している。日本の『愛染かつら』
シリーズをリメークした台湾映画としては，邵羅
輝監督の『雨夜花』（1956），徐守仁監督の『雨夜
花下集』（1962），鄭東山監督の『不平凡的愛』
（1964），『南國雨夜花』（1965），陳揚監督の『雨夜
花』（1969），高仁河監督の『真雨夜花』があるが，
フィルムが現存しているのは『不平凡的愛』だけ
である。
　ストーリーや人物の性格設定などは『愛染かつ
ら』シリーズと違うところもあるが，主な内容は
同じで，愛し合う病院長の息子と子持ちの看護師
が多くの困難を乗り越え，ついに結ばれる。ただ
し映画全体が台湾風に改作されたので，日本の表
象は多くない。登場人物はすべて『愛染かつら』
シリーズと同じ日本名が使われている。主人公は
浩三，ヒロインは勝枝，ヒロインの姉は静枝。勝
枝の部屋は日本式で，畳や障子がある。
　『孝女的願望』（1965）
　映画チラシによると，ヒロイン芬蘭の父と養母
が亡くなった後，生母は彼女を弟と一緒に日本へ
連れて行った。生母の夫は勝手に俊雄という男と
芬蘭の結婚を決めたが，芬蘭には恋人がいる。そ
のことを知った俊雄は芬蘭の恋人を日本に連れて
きて，芬蘭と結婚させる。フィルムは現存しない
ので確認できないが，俊雄はおそらく日本人だろ
う。映画ポスターを見ると，ヒロインは着物を着
て，鳥居の前に立っている。
　『台灣英烈傳』（1965）
　乙未戦争を背景としている。映画チラシによる
と，日本軍の性暴力の被害にあうヒロインの静英
は日本軍を殺して，抗日運動に身を投じる。彼女
はわざと漢奸の息子と結婚し，夫を説得して抗日
に参加させた。
　『八卦山浴血記』（1965）
　乙未戦争を背景とした映画で，『台灣英烈傳』の
続編である。映画ポスターには，「廖世英刺桐腳謀
殺北白川宮」と書いてある。映画チラシによると，
丘逢甲に率いられて，ヒロインの静英夫婦や抗日
に立ち上がった人々は北白川宮が滞在する八卦山
を攻撃する。
　『霧社風雲』（1965）
　日本統治時期の霧社事件に基づいてリメークさ
れた作品である。日本の警察は病院に原住民の患
者の治療を禁ずる命令を出し，日本の平民と原住
民が接することも禁止する。これに対して，原住
民は日本の警察に反抗しても，日本の平民に対し
ては絶対に暴力を振るわない。一方，原住民を鎮
圧するため，日本の警察と軍隊は飛行機で繰り返
し爆撃したり，毒ガス弾を使ったりして，婦人や
子供を多く殺した。
　『送君心綿綿』（1965）
　フィルムは現存している。日本統治時期を背景
とした映画。主人公の啓仁は教師で，看護師の碧
蓮の恋人である。啓仁の両親は戦争で亡くなり，
「空襲と戦争のせいで，僕の両親は爆弾で殺された
ことになり，僕は孤児になった。これは全部日本
軍のせいだ。しかも日本人はよく我々台湾人を虐
める」26）というセリフがある。啓仁はよく台湾人に
暴力を振るう促進会会長を殴ったので，南洋に苦
役に行かされた。光復後，ようやく碧蓮と再会す
る。
　映画に登場する日本人として，促進會會長洋井
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と啓仁を捜査する警官がいる。よく暴力を振るう
促進会会長に対して，警官は礼儀正しい。啓仁の
先生である劉博士に敬意を示す。洋井や劉博士は
浴衣を着ている。仕事場の建物の外には日章旗，
家の中には畳がある。二人ともセリフの中に少し
日本語が混じる。洋井は「なに」，「バカヤロー」，
劉博士は「どうぞ，どうぞ」と言う。
　『泰山與寶藏』（1965）
　フィルムは現存している。日本軍が敗戦直前に
マレーシアで埋蔵した秘宝を探す物語。日本と関
係があるのは日本軍が宝を埋めるシーンのみであ
る。ほかのストーリーはマカオとマレーシアで展
開する。
　『天字第一號第三集　金雞心』（1965）
　フィルムは現存している。太平洋戦争期の香港
を背景とした映画。日本軍は華中地域で空港を作
り，重慶を空襲するつもりである。ヒロイン翠英
は日本軍のために上演する劇団のメンバーになる。
日本兵も漢奸も彼女に騙され，翠英はみごとに日
本の計画を阻止した。映画に登場する日本人は享
楽にふけり，騙されやすい。
　『一江春水向東流』（1965）
　フィルムは現存している。日中戦争期の中国を
背景とした映画。1947年の蔡楚生監督作品のリ
メークである。抗日活動に参加するため，主人公
の陶は家族と離れ離れになった。途中，彼は同窓
の王に説得され，香港に逃げる。光復後，陶は上
海に戻り，妻が浮気したと誤解した。母の説明で
誤解が解けた陶は，川に身を投げた妻を救おうと
したが，結局二人とも亡くなってしまった。これ
は全部日本人のせいだと，陶の母は孫娘に言う。
映画チラシでも，一家が離散し肉親を失う主因が
日本の軍閥にあることを強調している。
　『雷堡風雲』（1965）
　フィルムは現存している。日中戦争期の中国を
背景とした映画。日本と直接関係はなく，主に共
産党が国民党軍の内部闘争を煽る様子を描く。「あ
れらの匪賊と付き合ってはいけない。彼らは抗日
に名を借りて，我々抗日の部隊を浸食するのだ」27）
というセリフがある。
　『難忘的車站』（1965）
　フィルムは現存している。家が貧乏でホステス
をしている翠玉は張國良と恋に落ちるが，國良の
母に反対された。國良は他人と結婚したあとも，
翠玉と交際を続けている。このことを國良の妻に
知られ，翠玉は國良から離れる。翠玉を見つけら
れない國良は頭がおかしくなり，日本に行って治
療を受けた。最後に，國良の妻は死ぬ前に國良と
翠玉を祝福する。國良が日本に行って治療を受け
るとき，日本航空の飛行機に乗る。また，居酒屋
は日本式で，畳や障子がある。
　『天字第一號第四集　假鴛鴦』（1966）
　フィルムは現存している。日中戦争期の中国を
背景とした映画。ヒロイン翠英は男装して，日本
軍の中に紛れ込む。最後に，彼女は日本の特務機
関長の田中の下で働く漢奸を説得して，国民党と
合作，捕まっていた国民党の要人を救い出した。
　『天字第一號第五集　大色藝妲』（1966）
　日中戦争期の台湾を背景とした映画。ヒロイン
翠英は台湾に行って，台湾の抗日分子と合流する。
日本の情報課課長山部が好きな芸者美紅の力を借
りて，みごとに日本軍の火薬庫を爆破した。
　『間諜紅玫瑰』（1966）
　フィルムは現存している。日中戦争期の中国を
背景とした映画である。日本の大佐の娘千紅の本
当の身分は黒衣のスパイである。彼女は日本軍の
行動を阻み，情報を盗み，国民党の要人を救い出
す。
　『真假紅玫瑰』（1966）
　フィルムは現存している。日中戦争期のアモイ
を背景とした映画。黒衣のスパイ千紅は日本人が
アモイに作った毒ガス研究室を爆撃する。
　『溫泉鄉的吉他』（1966）
　フィルムは現存している。ストーリーは直接日
本と関係がないが，ただ部屋に畳と障子がある。
この映画を見た日本人によれば，『ギターを持った
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渡り鳥』シリーズと似ているようだ。映画そのも
のが『ギターを持った渡り鳥』シリーズを見たこ
とがないと気づかない日本の表象といえる。
　『王哥柳哥007』（1966）
　フィルムは現存している。ストーリーは直接日
本と関係がないが，オープニングで主人公たちが
畳の部屋で柔道を練習している。
　『小姑娘入城』（1966）
　フィルムは現存している。ストーリーは直接日
本と関係がないが，ヒロインの家は日本料理屋を
経営しているので，料理長の日本風の服装や日本
酒などが登場する。撮影地は今も有名な日本料理
店「美觀園」である。
　『國際金塊間諜戰』（1967）
　映画ポスターによると，この映画は台湾だけで
はなく，東京，漢城（ソウル），香港，マカオでも
ロケをした。
　『愛妳到死』（1967）
　フィルムは現存している。日本統治時期を背景
とした映画。主人公の克明は強制的に徴兵され南
洋へ出征した。二年間消息がないので，恋人の翠
翠は病気になった。光復後，克明は台湾に帰って
きたが，翠翠は彼に会う前に死んでしまった。
　『大某小姨』（1967）
　フィルムは現存している。ストーリーは日本と
直接関係がないが，部屋に畳と障子がある。
　『揚子江風雲』（1968）
　フィルムは現存している。日本の宮本大尉とス
パイ小林惠子は漢奸王凡に任務を言い渡した。し
かし漢奸王凡と，王凡を助ける卓寡婦は実は中国
のスパイだった。王凡は日本軍から中国のスパイ
李鐵生を救い出し，卓寡婦は漢奸張威を説得して
中国軍に加入させる。最後に彼らは日本軍に勝利
した。ニュース映画の映像を使っている。
　以上のほか，日本の表象が登場する映画は二種
類ある。まずは日台合作映画である。当時日本側
の映画制作の技術の方が進歩していたので，日台
合作映画といっても，主に日本が主導した。日本
の映画会社の多くは戦争場面を撮るために台湾の
公営映画会社と合作をする。民営映画会社との日
台合作の場合，多くは台湾の民営映画会社が制作
費を出し，日本側が監督，脚本家，制作チームを
提供するパターンなので，映画に登場する日本の
表象は本稿で取り上げた映画とは違う。並べて論
ずるのは適切ではない。
　もう一種は日本の小説や映画をリメークした作
品である。黃仁によると，「日本映画の作品名を勝
手に使ったり，日本原作だといいながら，実はご
く一部の内容が日本映画あるいは日本原作の小説
に基づいているだけのもの，さらに完全に関係が
ないのもある。ほとんどは台湾で創作した偽物と
いうことが普通だった」28）。つまり，映画広告やチ
ラシで日本のものからリメークされたと宣伝して
いても，実際の映像がないと判断できない。例え
ば一般的に『母子淚』（1957）は黒岩涙香の『野の
花』からリメークしたと思われるが，『野の花』は
イギリスの作家バーサ ·エム ·クレー（BerthaM.
Clay）の『AWoman’sError』を翻訳した小説で
ある。『孤兒怨』（1958）は小林宗吉の『女優奈々子
の審判』からリメークしたと思われるが，『女優
奈々子の審判』はアメリカの劇作家ベイヤード・
ヴェ イ ラ （ーBayardVeiller）の『TheTrialof
MaryDugan』を翻訳した作品である。『金色夜
叉』（1963）は尾崎紅葉の『金色夜叉』のリメーク
だという。監督林福地のインタビューによると29），
本当に日本映画からリメークしたのは『金色夜叉』
だけで，ほかは日本映画の作品名だけ使い，内容
は台湾のストーリーだという。林福地監督の映画
は『金色夜叉』以外に，日本の映画をリメークした
といわれる『可愛的人』，『少女的祈禱』，『女性的
復仇』があるが，ほぼストーリーが不明だ。広告
やポスターからすると，『可愛的人』だけは日本式
の制服を着る少女，富士山，桜など明らかに日本
の形象が見られるが，本当に日本の作品からリメー
クしたのかどうかは判断が難しい。これらの日台
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合作映画や日本の小説や映画をリメークした映画
に登場する日本の表象は研究する価値があると思
うが，本稿では扱わない。
Ⅳ　劇映画における日本の表象
　1950年代から1960年代までに台湾で制作された
劇映画を見ると，日本の表象が登場する映画は主
に三種類に分けられる。一つ目は中国の歴史経験
を描く映画で，二つ目は台湾の歴史経験を描く映
画である。三つ目は日本の表象が特別な作用をし
ない映画で，日本の表象がなくても，ほかの国の
ものに代わっても，全く内容に影響がない。
　中国の歴史経験を描く映画は比較的単純で，ほ
ぼ日中戦争を背景とした映画である。『黃帝子孫』，
『血戰』，『敵後壯士血』，『天字第一號』，『天字第一
號續集』，『第七號女間諜』，『天字第一號第三集　
金雞心』，『一江春水向東流』，『雷堡風雲』，『天字
第一號第四集　假鴛鴦』，『天字第一號第五集　大
色藝妲』，『間諜紅玫瑰』，『真假紅玫瑰』，『揚子江
風雲』はこの種類に入る。これらの映画に登場す
る日本の表象は主に二つある。一つは日本軍であ
り，一つは日本軍を示すために使われる日章旗で
ある。当時の映画に登場する日本軍は日本語を話
さないので，時々日本軍か国民党軍か判断できな
い。そのため，日本軍だと示したい時，多くの映
画は日章旗を使う。例えば日本軍が乗る車なら車
体に日章旗を貼りつけるし，日本軍が会議をする
時には後ろの壁に日章旗が掛かっている。さらに
スパイ映画では「太陽」が合い言葉として使われ
ることから見ると，「太陽」で日本を示すのは一般
的なことだったらしい。これらの映画の中で，公
営映画会社が製作したのは『黃帝子孫』，『敵後壯
士血』，『雷堡風雲』，『揚子江風雲』の 4本，協力
したのは『血戰』だけである。この 5本の映画に
登場する日本軍は存在感が薄く，記憶に残る日本
人役がいない。主旨は抗日よりも，中国人の団結
の強調にある。比べて見ると，民営映画会社が制
作した映画に登場する日本軍人は，セリフが多く
登場時間も長い。これらの映画に登場する日本人
の形象は固定化されている。まず，登場する日本
人はすべて軍人やスパイである。次に，享楽を追
い求め，女色を好む。そして騙されやすく，殺さ
れやすい。数人の日本軍が銃を撃っても，中国の
スパイは弾を避けられる。中国のスパイは一人で
一瞬にして数人の日本軍を銃殺できる。また，日
本軍が中国のスパイを拷問する設定が多く使われ，
日本軍の残酷な一面を見せる表現となっている。
日本軍の外見的イメージは，八字髭あるいはちょ
び髭を蓄えること，そして武器は日本刀や仕込み
刀である。
　台湾の歴史経験を描く映画の題材は比較的多様
である。日本統治初期の抗日事件を背景とした映
画には，『青山碧血』，『血戰噍吧哖』，『蕩婦與聖
女』，『台灣英烈傳』，『八卦山浴血記』，『霧社風雲』
がある。日中戦争を背景とした映画には『夜來香』，
『魂斷南海』，『海南島戰後歸來』，『紗蓉』，『等你一
年過一年』，『送君心綿綿』，『愛妳到死』，『最後的
裁判』がある。戦争ではなく，植民地時代の生活
を中心に描く映画には，『碧海同舟』，『嘆煙花』，
『孤女的願望』がある。また，日本統治時期の社会
事件に基づいてリメークされた映画には『廖添
丁』，『基隆七號房慘案』，『萬華白骨事件』，『梅亭
恩仇記』，『台南霧夜大奇案』，『楊萬寶』がある。
これら映画に多く登場する日本の表象は日本人の
ほか，畳や障子，着物や浴衣である。中国の歴史
経験を描く映画と違い，登場する日本人は日本軍
だけではない。例えば『基隆七號房慘案』，『萬華
白骨事件』，『梅亭恩仇記』，『台南霧夜大奇案』は
平民の物語で，『魂斷南海』には日本人の看護師が
登場する。これらの映画の中で，公営映画会社が
制作したのは『蕩婦與聖女』だけだ。中国の歴史
経験を描く映画に登場する日本軍と，台湾の歴史
経験を描く映画に登場する日本軍を比べて見ると，
後者の方がより乱暴に見える。前者には拷問のシー
ンや撃ち合いのシーンがあるが，戦うのは両方と
も軍人やスパイである。しかし後者の方では平民
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の台湾人が日本軍に殴られたり，強制的に故郷か
ら追い出されたりする。しかし，『魂斷南海』のよ
うに心根のやさしい日本兵もいる。これは恐らく
台湾の植民地経験を反映しているのだろう。乱暴
な日本人もいれば，善良な日本人もいた。
　日本軍の表象に共通しているのはあまり日本軍
の残酷な面を強調しないことである。中国のスパ
イを拷問したり，台湾の平民を殴ったりする描写
はあるが，キャラクターデザインの角度から見る
と，残酷な日本軍というイメージは作られなかっ
た。同じ霧社事件に基づいてリメークされた作品
を比べるとはっきりわかる。日本統治時期の『サ
ヨンの鐘』（1943）は皇民化され日本軍として戦っ
た原住民を描いた。『青山碧血』も日本の警察の残
虐さと，日本人を殺して反抗する原住民の姿を描
こうとしたが，映画の検閲において大きな困難に
出遭った。友邦に対して不利な内容は両国の親善
や反共のための合作に影響があり，国策に相応し
くないと指摘された。映画会社は政府側の指示に
従って，刺激的な場面をカットし，字幕で昔の日
本軍閥の行動と現在の友好的な日本の人民とは違
うのだと強調して，何とか上映許可をもらった30）。
1950年代の映画の検閲において反共は何より優先
である。反共は国民党がいつか中国大陸に反攻し
て，統治権を奪回するための政策だった。彼らは
それによって台湾での統治を固めないといけない。
この態度が映画からも観察できる。台湾での統治
を固めるためには脱日本化の基本政策以外に，中
国化を深めていくことが重要だった。
　日本の表象が特別な作用をしない映画には，『舊
情綿綿』，『思想枝』，『孝女的願望』，『泰山與寶
藏』，『難忘的車站』，『溫泉鄉的吉他』，『王哥柳哥
007』，『小姑娘入城』，『國際金塊間諜戰』，『大某小
姨』がある。これらの映画に多く登場する日本の
表象として，日本人のほかに，畳や障子，着物や
浴衣がある。注目すべきなのは，この時期の映画
に登場する畳や障子，着物や浴衣などが特殊な符
号ではないことだ。例を挙げると，『舊情綿綿』や
『王哥柳哥007』に出てくる畳や障子の部屋は彼ら
の身分や職業と関係がない。一方，1980年代の映
画の場合，例えば『海灘的一天』（1983）や『冬冬
的假期』（1984）に登場する日本式の家は「医者」
という職業と関連する。また，『萬華白骨事件』，
『思想枝』，『難忘的車站』，『國際金塊間諜戰』の中
の「日本に行く」という設定も特殊な意味がなく，
日本ではなくほかの国に設定しても映画の内容に
影響がない。しかし1980年代の映画の場合，例え
ば『我這樣過了一生』（1985）や『桂花巷』（1987）
など，悪い現状を変えるために日本に行き ,良い
結果を得たというストーリーが多い。
Ⅴ　お わ り に
　この時期の劇映画における日本の表象で多数を
占めるのはやはり日本軍であろう。具体的には,次
の 5つにまとめることができる。
1. 主に中華民族としての団結や反共を提唱する映
画（『黃帝子孫』『血戰』『敵後壯士血』『雷堡風
雲』『揚子江風雲』）
2. 日本と戦うことを描く映画（『蕩婦與聖女』『青
山碧血』『血戰噍吧哖』『台灣英烈傳』『八卦山浴
血記』）
3. 日本に強制的に徴兵され，不幸になったことを
宣伝する映画（『一江春水向東流』『夜來香』『紗
蓉』：恋人が徴兵され，召集令状を渡すため，少
女は山谷に墜落して死亡した。『愛妳到死』）
4. 日本に強制的に徴兵され，不幸になったが，国
民党の統治で幸せになったことを描く映画（『碧
海同舟』『魂斷南海』『海南島戰後歸來』『等你一
年過一年』『送君心綿綿』『最後的裁判』）
5. 抗日を背景とした娯楽映画（『天字第一號』『第
七號女間諜』『天字第一號第五集　大色藝妲』
『間諜紅玫瑰』『真假紅玫瑰』）
　映画の主旨はそれぞれ違うが ,国民党の統治の
正当性 ,反共の方針を宣伝し，民族の団結を訴え，
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台湾の中国化を進めることが主な目的だったとい
えるだろう。
　この時期の映画に登場する日本の表象は意外に
少なかった。1980年代の台湾ニューシネマ映画で
日本の表象が登場する作品は総作品数の半分くら
いあり31），2008年から2015年までのポストニュー
シネマ映画で日本の表象が登場する作品も総作品
数の三分の一くらいあった32）。この時期の映画に
登場する日本の表象が少ない理由は当然，国民党
の脱日本化の国策である。徐叡美の研究によると，
当時映画の題名やセリフは日本風を避けなければ
ならず，日本式の服，日本語，日本の歌などはカッ
トされることが多かった。さらに，映画に日本の
文化の痕跡，例えば日本刀，着物，障子，畳など
が登場することも禁じられたという33）。しかし実
際に映画を見ると，前述したように，日本刀，障
子や畳，着物や浴衣がよく出てくるし，日本映画
の題名や曲をそのまま使う例があった。実は日本
語も完全に排除されたわけではない。『嘆煙花』の
中ではカタカナが壁に貼ってあるし，『海南島戰後
歸來』や『送君心綿綿』には日本語のセリフが少
しある。また，例えば『兩相好』や『可愛的人』
には富士山が出てくる。黃仁によると，「当時日本
色が濃すぎると，日本映画を詐称していると見な
され，厳しく禁じられた。しかし多くの例外があ
る。例えば『孤女的願望』には多くの日本語のセ
リフがあり，日本の歌が歌われ，まるで台湾語版
の日本映画のようだ。にもかかわらず上映許可が
得られた」34）という。人間が映画の検閲をするの
で，それが日本の文化だと気づかない場合もあり，
厳密に検閲が行われていない場合もあったのだろ
う。
　最後に，日本統治時期と国民党権威統治前期に
製作された同じ題材の映画を比較してみよう。ま
ず，吳鳳の伝説をリメークした作品『義人呉鳳』
（1932）と『阿里山風雲』（1949）はストーリーが
ほぼ同じである。民族の団結を宣伝するために，
国民党は日本統治時期の原住民同化の伝説を継承
したのだ。さらに国民党にとって，呉鳳の伝説は
ちょうど歴史的に中国と台湾を結びつけるのに好
都合だった。しかし1980年代から吳鳳の伝説は映
画から消えた。これは台湾のアイデンティティー
の台頭と関係がある。原住民の立場から見ると，
吳鳳の伝説は漢人本位の観点が強く，不適切なと
ころが多くある。そのため，吳鳳の伝説は教科書
から削除され，映画もこの伝説を取り上げなくなっ
た。
　次に植民者と被植民者の深い結びつきを描いた
映画，『南方発展史 海の豪族』（1942）と『黃帝子
孫』（1956）を比較してみる。『南方発展史 海の豪
族』は朱印船船長の浜田弥兵衛がオランダ総督に
勇ましく立ち向かい，台湾の人々を解放する物語
である。『黃帝子孫』は清末に台湾に渡った家族の
歴史を語るお爺さんの口から，鄭成功がオランダ
人を一掃し鄭氏政権を樹立したという中国人によ
る台湾統治の歴史が語られる。二つの映画とも台
湾統治を正当化しようとする目的が明らかであっ
た。
　原住民少女サヨンの実話をリメークした作品
『サヨンの鐘』（1943）と『紗蓉』（1958）は内容に
違いがある。『サヨンの鐘』の主旨は原住民青年男
女の愛国心だが，『紗蓉』の主旨は原住民青年男女
の恋愛である。『サヨンの鐘』の中で，原住民青年
男女はみな日本に留学したい，日本軍として戦い
たいと望む。『紗蓉』の中では原住民青年が強制的
に徴兵される。『サヨンの鐘』の結末では原住民少
女サヨンが「バンザーイ」と叫びながら先生たち
を見送ったあと，急に渓流に落ちた。『紗蓉』の結
末は恋人に召集令状を渡すため，少女は谷に転落
して死亡する。愛国という概念は完全に削除され
ている。さらに2011年の『不一樣的月光：尋找沙
韻』と比べてみよう。映画撮影隊が原住民の部落
にサヨンの伝説を取材に行った。撮影隊は部落の
お爺さんと一緒に山奥に入り，彼らの部族の本当
の故郷を探す。『不一樣的月光：尋找沙韻』におい
て，サヨンの物語自体は意味がない。ただの伝説
15曾：1950年代から1960年代に台湾で制作された劇映画における日本の表象
で，映画の主旨は原住民のルーツを探すというこ
とだった。
　本稿では記録映画，日台合作映画，日本の小説
や映画をリメークした映画を扱うことができな
かった。今後の課題として研究を続けたい。
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